
令和元年１０月。園児の大きな声が響き渡りました。
全国一斉に赤い羽根共同募金活動が開催されました。
今回は津奈木保育園年長児さんが、店頭に立ち大きな声で募金の協力をお願いしてくれました。お買い物

に来たお客さんが足を止め募金に協力していました。また、津奈木中学校では赤い羽根共同募金について学
習会をし「町の福祉事業に役立ててもらうために」と、先生方や生徒さんによる募金活動が行われました。
朝から校門で生徒会役員を中心に募金を呼びかけ、たくさんの生徒・職員の皆様が募金への協力をしていた
だきました。
皆様からいただいた募金は、年末のおせち料理配布や地域の福祉事業など津奈木町のために使わせていた

だきます。町民の皆様には、たくさんの募金の協力ありがとうございました。

令和元年度・募金金額 1,715,172 円

第５６号
発行 津奈木町社会福祉協議会
（津奈木町農業就業改善センター内）
TEL ６１－２９４０
FAX ６１－２９４１
H P https://tsunagi-shakyo.jp

令 和 ２ 年 ４ 月 １ 日 発 行

「ひまわり」

令和２年度もよろしくお願いします

写真上 津奈木保育園年長児の募金活動

写真左 津奈木中学校の募金活動

赤い羽根 共同募金お願いしま～す～
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生活支援ボランティア

社会福祉協議会では、65歳以上の独居高齢者または、障がい者の方を対象に支援する生活支援ボラ
ンティアさんを募集します。
これは、地域で支援を必要とする高齢者等が安心して生活できるように、また元気な高齢者が生き

がいを持ち、お互いに助けあって生活できることを趣旨としています。
生活支援ボランティアの内容は、資源ごみ出し、簡単な庭仕事、買い物です。内容は1時間以内で、

1回あたり500円報酬を支払います。
興味のある方は、社協に登録及び事前のボランティア講習が必要ですので、社会福祉協議会にご相
談下さい。

電話 61－2940 （担当・芝原）

お買い物に困っていませんか？

町内の買い物サービス（店舗販売は除く）には、現在社協が把握しているところでは、セブンイレ
ブンさんの移動販売、水光社さんの移動販売、宅配サービス、共同購入などがあります。上手に活用
されてみてはいかがですか。

セブンイレブン移動販売コース 水光社移動販売コース

水光社お買い物サポートカー
現行送迎エリア
■水曜日
本町方面（竹中・古中尾・倉谷・川内）13：45発
■金曜日（赤崎）13：45発
水光社本店 15：30発

津奈木コース(火)

10:00～ 内野2か所

10:30～ 染 竹

10:55～ 大 泊

11:10～ 赤 崎(犬瀬)

11:25～ 赤 崎(日当)

11:45～ 赤 崎(港)

13:05～ 平 国

13:20～ 合 串

津奈木コース(金)

10:00～ 内野2か所

11:10～ 大 泊

12:35～ 赤 崎(日当)

10:15～ 倉 谷 井川様宅前

10:40～ 古中尾 芋川地区空き地

11:05～ 川 内 公民館先

13:30～ 日 添 漁村センター

14:00～ 日 添 清正公神社前

14:25～ 日 当 漁港前広場

14:55～ 平国下 コミセン前

15:15～ 平国上 平国上・木下

15:35～ 平国上 掲示板前

15:50～ 平国下 旧平国会館駐車場

16:15～ 岩 城 熊健労駐車場

久保正一さん(倉谷)の椿

セブンイレブン 芦北インター店
☎ ８２－５７２５

水光社本店 担当 川野様
☎ ６３－２１２１

月曜運行
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福
祉
ス
ポ
ー
ツ
大
会笑顔の優勝旗授与(老人Ｂチーム）

フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

設

置

訓

練

昨
年
12
月
１
日
、
旧
水
俣

第
三
中
学
校
で
災
害
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
設
置
訓
練
が
開
催
さ

れ
一
般
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

方
も
多
数
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
訓
練
は
水
俣
・
芦
北
・

津
奈
木
の
三
社
協
合
同
で
実

施
し
ま
し
た
。

最
初
に
「
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
座
学
を
し
、
社
協
職
員

が
ス
タ
ッ
フ
役
、
一
般
の
方

が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加
役
に

分
か
れ
ま
し
た
。
ス
ム
ー
ズ

に
説
明
や
受
け
入
れ
が
で
き

る
よ
う
に
お
互
い
声
を
掛
け

合
い
な
が
ら
訓
練
を
行
い
ま

し
た
。

最
後
に
消
防
署
の
方
か
ら

土
の
う
作
り
、
設
置
方
法
の

講
習
が
あ
り
、
土
の
う
作
り

コ
ン
テ
ス
ト
で
頑
張
っ
て
い

ま
し
た
。

事
業
報
告
会

２
月
25
日
、
た
っ
し
ゃ
か

塾
に
て
事
業
報
告
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

た
っ
し
ゃ
か
塾
で
は
、
マ

シ
ン
を
使
っ
た
運
動
を
行
い

体
力
の
維
持
・
向
上
に
繋
が

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。一

年
間
の
運
動
し
た
成
果

を
数
値
化
、
グ
ラ
フ
化
し
報

告
し
ま
し
た
。
利
用
者
か
ら

は
「
前
よ
り
も
体
力
が
つ
い

た
」
「
ま
だ
ま
だ
元
気
で
い

た
い
」
等
の
声
が
あ
り
ま
し

た
。

◎
た
っ
し
ゃ
か
塾
で
は
利
用

者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

【
対
象
年
齢
】

65
歳
以
上

【
対
象
地
区
】

平
国
上
・
下

合
串
・
福
浦
地
区

見
学
だ
け
で
も
結
構
で
す
。

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

電
話

84
ー
９
８
４
０

「
賞
味
期
限
ま
で
食
べ
き
れ

な
い
」
な
ど
、
ご
家
庭
に
眠
っ

て
い
る
不
要
な
食
品
等
を
食

の
支
援
を
必
要
と
す
る
方
々

に
、
無
償
で
提
供
す
る
も
の

で
す
。

ご
寄
付
い
た
だ
き
た
い
食

品
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

お
米
、
パ
ス
タ
、
缶
詰
、

レ
ト
ル
ト
、
イ
ン
ス
タ
ン
ト

食
品
な
ど
で
、
一
か
月
以
上

賞
味
期
限
が
残
っ
て
い
る
常

温
保
存
可
能
で
未
開
封
の
も

の
で
す
。

募
集
期
間
は
４
月
１
日
か

ら
４
月
30
日
ま
で
で
す
。

ご
寄
付
で
き
る
方
は
、
事
前

に
社
協
ま
で
ご
相
談
下
さ
い
。

「
も
っ
た
い
な
い
」
を

「
あ
り
が
と
う
」
に

令
和
元
年
10
月
20
日
、
津

奈
木
町
Ｂ
＆
Ｇ
体
育
館
に
於

い
て
、
第
39
回
津
奈
木
町
社

協
福
祉
ス
ポ
ー
ツ
大
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
大
会

は
福
祉
団
体
の
会
員
の
健
康

増
進
と
交
流
の
場
と
し
て
開

催
し
て
い
ま
す
。

笑
い
や
笑
顔
、
上
手
く
い

か
な
い
悔
し
さ
な
ど
、
た
く

さ
ん
の
思
い
出
が
で
き
ま
し

た
。

活動上の注意点

土を入れすぎだって‼

報 告 会
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史
実
と
一
冊
の
本

12
月
31
日
。
お
せ
ち
料
理

配
布
事
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

対
象
者
は
、
75
歳
以
上
の

一
人
暮
ら
し
の
人
、
80
歳
以

上
の
高
齢
者
世
帯
で
す
。

こ
の
事
業
は
、
赤
い
羽
根

共
同
募
金
や
歳
末
助
け
合
い

運
動
の
募
金
に
よ
り
実
施
し

て
い
ま
す
。

民
生
委
員
・
シ
ル
バ
ー

ヘ
ル
パ
ー
、
関
係
者
の
方

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

民
生
委
員

児
童
委
員

2
月
12
日
、
第
１
回
身
体

障
が
い
者
互
助
会
に
よ
る
カ

ラ
オ
ケ
会
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
今
年
１
月
に
行

わ
れ
た
互
助
会
定
期
理
事
会

の
中
で
「
会
員
は
多
い
け
ど
、

出
て
く
る
機
会
が
な
い
か
ら
、

月
１
回
で
も
集
ま
っ
て
活
性

化
し
よ
う
よ
」
と
い
う
こ
と

で
企
画
さ
れ
た
も
の
で
す
。

興
味
の
あ
る
方
は
、
身
体
障

民
生
委
員
・
児
童
委
員
を

ご
紹
介
し
ま
す
。

【
民
生
委
員
】

・
本
山
信
子(

竹
中
・
染
竹)

・
前
坂
祐
美

(

桜
戸)

・
浦
口
勝
也(

浜
崎
・
町
中)

・
濱
本
房
子(

新
川
・
古
川)

・
新
立
サ
ダ
子

(

大
泊)

・
山
口
貴
保
子

(

中
尾)

・
堀
し
の
ぶ(

古
中
尾
・
倉
谷)

・
椎
葉
一
誠

(

内
野
・
上
下
門
・
川
内)

・
福
田
と
き
子(

福
浦
・
合
串)

・
長
濱
豊
子

(

平
国
上
・
下
・
辻)

・
上
村
正
雄

(

日
添)

・
山
田
安
代

(

小
津
奈
木
・
丸
岡)

【
主
任
児
童
委
員
】

・
財
部
美
智
子(

本
町
地
区)

・
西
平
絹
代

(

海
浜
地
区)

〇
任
期

令
和
元
年
12
月
1
日
～

令
和
４
年
11
月
30
日

一
緒
に
い
か
が
？

が
い
者
互
助
会
、
社
協
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

マ
ス
ク
作
成
中

浜
崎
地
区
見
守
り
活
動
で

は
、
訪
問
の
時
に
配
布
し
よ

う
と
手
作
り
マ
ス
ク
を
作
成

し
て
い
ま
す
。
マ
ス
ク
不
足

に
最
適
で
す
ね
。

町
の
福
祉
の
た
め
に
長
年

尽
力
さ
れ
た
、
小
津
奈
木
・

石
木
田
在
住
の
石
田
智
昭
さ

ん
92
歳
が
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
通
信
講

座
の
講
師
に
す
す
め
ら
れ
、

激
動
の
時
代
を
自
分
史
と
し

て
ま
と
め
ら
れ
ま
し
た
。

「
歩
い
て
き
た
路
」
と
い
う

題
名
で
、
16
歳
で
朝
鮮
総
督

府
鉄
道
局
に
就
職
し
て
北
朝

鮮
で
暮
ら
し
た
こ
と
、
終
戦

後
混
乱
の
中
帰
国
し
た
様
子

な
ど
若
い
情
熱
を
燃
や
し
た

日
々
に
つ
い
て
書
き
記
さ
れ

て
い
ま
す
。

私
た
ち
が
後
世
に
伝
え
る

べ
き
貴
重
な
歴
史
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

よいお年を…

よろしくお願いします

石田さんと著書

一緒に歌いましょう‼素敵ですね!!

お
せ
ち
配
布


